
     第 70回全日本学生バドミントン選手権大会 出場枠決定戦 要項 

 

 

１．主  催  関東学生バドミントン連盟 

２．主  管  関東学生バドミントン連盟 

３．日  程  令和元年 9月 4 日（水） 個人戦  男子/女子   

東日本学生選手権 5 日目日程終了後 

４．会  場  北海道立総合体育センター「北海きたえーるアリーナ」 

        北海道札幌市豊平区豊平 5条 11 丁目 1－1 TEL：011-820-1703 

 

５．種  目  個人戦 男子・女子 シングルス・ダブルス 

６．競技規則  令和元年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程 

        同公認審判員規程による。 

７．出場資格  第 62 回東日本学生バドミントン選手権大会個人戦で 33 位から 64 位までの 

        関東学生バドミントン連盟所属の選手 

８．競技方法   トーナメント方式 

９．使用器具   令和元年度（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び検定    

合格水鳥球を使用する。 

１０．参加資格  （１）令和元年度（公財）日本バドミントン協会会員登録を完了している者 

         （２）令和元年度全日本学生バドミントン連盟及び関東学生バドミントン連

盟の登録が完了している者。 

         （３）令和元年度有効な審判資格を有する者 

１１．参 加 費  なし 

１２．申  込  第 62 回東日本学生バドミントン選手権大会期間中に関東学生連盟で受付け 

         る。 

１３．大会事務局   〒227-0033 神奈川県横浜市青葉区鴨志田町 560-5 サンヒルズ金子 303 

                関東学生バドミントン連盟 

１４．着  衣  色つき着衣を使用する場合は、（公財）日本バドミントン協会審査合格品と 

         し、上衣ウェアの背面には大学名を必ず明示すること。また、ゼッケンを使 

         用する場合には、横 30㎝縦 15 ㎝を基準とし必ず四隅を固定すること。 

１５．組み合わせ  参加選手自身での抽選とする。 

１６．審判について  主審 1 名、線審 2 名（内 1 名は得点係を兼ねる）で行う。初回戦を除くす 

べての試合のおいて敗者審判とする。出場選手は必ず 1 名の審判要員を帯 

同すること。なお、初回戦は本部より指示する。 

１７．備  考  （１）事故があった場合、応急処置は行うが、その後の責任は各参加者の負

担とする。なお、今大会は保険には加入しないのでケガには十分注意 



            すること。 

                  （２）病気・事故に備えて、各自健康保険証を持参すること。 

         （３）ゴミは各大学で責任をもって持ち帰ること。 

         （４）アリーナ利用について、大会事務局の指示にすべて従うこと。特に室

内シューズでアリーナ外に出た場合は、決定戦に出場するすべての当

該校選手（男女問わない）の出場権を剥奪する。 

         （５）大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものと

し、これ以外の目的に利用することはない。 

 

                                       以上 

 

 

 

 

 


